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嘆 覚
味 覚
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第 1因子 第 2因子 第3因子 第4因子
第 1因 子 1.00
第 2因 子 0.13 1.00
第 3因 子 -0.05 -0.16 1.00































































第 1因子 第 2因子 第3因子 第4因子
第 1因 子 1
第 2因 子 0.06
第 3因 子 0.09




































れに対 して, 通常の夢の第 1因子は視覚, 聴覚, 運動感覚といった一般的に夢で体験
される感覚モダリティが集まっているものの, 感情に関する因子とは関連性がなく, 逮
常の夢は知覚的体験によって特徴づけられるようである｡ 通常の夢についての結果は明
噺夢, 通常の夢, 鮮明な夢の形式的特徴を質問紙法によって比較 し因子分析を行った,
GackenbachandSchilig(1983)の報告に含まれる通常の夢,鮮明な夢に関する結果と
一致する｡
なぜ不快な情動が繰 り返 し体験する夢体験の核になるのであろうか｡ Cartwright
(1979)は入眠前の心理的状況が夢の内容にも反映されると考え,入眠前に強い情動を体
験すれば夢のテーマがその体験に大きく影響を受け,単一の夢の中でも何度も繰り返され
ることになり,覚醒後想起 しやすくなるというモデルを提唱している｡彼は一晩の夢の中
での夢の内容の繰り返 しについては検討 していないが,入眠前に強い情動的ストレスがあ
れば夢を想起 しやすいことを示唆している｡ 今回の研究では,入眠前の状況については検
討していないのでこのモデルの妥当性については検討できないが,繰り返 し体験する夢の
主題は多 くの場合強い否定的感情を含むという点で彼の知見を支持する結果といえよう｡
しかし,今回の結果から,繰り返 し体験する夢では,常に否定的感情が体験されるとは
言えない｡繰り返 し体験する夢にはいろいろな内容があるが,強い否定的感情を伴う内容
だけがたまたま良く想起できた可能性もあるからである｡
Cartwright(1979)は女性の被験者だけを用いているが性差がある可能性を示唆 して
いる｡今回は男性の被験者も用いたが,数が十分ではなく性差を検討することはできなかっ
た｡今後検討の必要があるように思われる｡
本研究のデータの一部は,本学平成 7年 3月卒業,熊倉紋さんの卒業研究によるもので
ある｡
引用文献
Antrobus,J.(1991)Dreaming:Cognitiveprocessesduringcorticalactivationandhigh
afferentthresholds.PsychologicalReview,98,96-121.
Cartwright,氏.D.(1979)Thenatureandfunctionofrepetitivedreams:asurveyandspecula-
tion.PsychiatT,42,131-137.
GackenbachandSchilig(1983)Luciddreams:thecontentofconsciousawarenessof
dreamingduringdream.JoumalofMentalImagery,7,1114.
畠山孝男,岡田 斉,松岡和生 (1992)夢見の形式的特徴に関する質問紙調査(3)児童における夢
見の形式的特徴と各種イメージテストとの関連,東北心理学研究,42,109-110.
㌔
-55-
Hobson,J.A.(1988)TheDreamingBrain.NewYork;BasicBopks,Inc.
岡田 斉,松岡和生,畠山孝男 (1993)夢見の形式的特徴に関する質問紙調査(4)夢体験のモダリ
ティ別頻度とイメージテストとの関連,日本心理学会第57回大会発表論文集,747.
岡田 斉,畠山孝男,松岡和生 (1993)夢見の形式的特徴に関する質問紙調査(6)年齢別の多変量
解析による検討,東北心理学研究 43,12.
岡田 斉,畠山孝男,松岡和生 (1994a)夢見の形式的特徴に関する質問紙調査(9)年齢と各項目
の相関,日本心理学会第58回大会発表論文集,308.
岡田 斉,畠山孝男,松岡和生 (1994b)夢見の形式的特徴に関する質問紙調査(10)新奇性と情動
の側面に関する検討,東北心理学研究;44,72.
-56-
